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の結果を紹介

主な内容

倫
篠
宮
制
巴
信
コ
て

活
か
そ

十
月
一
干
臼
(
日
)
は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
坦
ひ
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
の
投
票
日
で
す
。
衆
議
院
議
員
選
挙
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
新
し

い
総
選
挙
は
、
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
と
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
二

選
挙
と
な
り
ま
す
(
最
高
裁
裁
判
官
国
民
審
査
は
令
ま
で
ど
お
り
)
。
大
切

な
一
票
で
す
。
棄
権
し
な
い
で
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
日

マ
第
却
投
票
区
・
み
ず
ほ
小
学

校
で
投
票
し
て
い
た
人
は
、
金

目
保
育
園
に
変
わ
り
ま
す

マ
第
m
M
投
票
区
・
神
田
小
学
校

で
投
票
し
て
い
た
人
は
、

相
模

小
学
校
に
変
わ
り
ま
す

マ
叩
月
初
日
(
日
)

投
票
時
間

マ
午
前

7
時
5
午
後
6
時

固
投
票
場
所

変更される投票所

十
月
十

一
日
に
郵
便
は
が
き

で
お
送
り
し
た

「投
票
の
お
知

ら
せ

(整
理
券
こ

で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
と
お
り
投
票
所

の
抑
貴
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

'0 |10月20日投票l
パス停北金目入口9

ミヱ
⑫ 

選
挙
の
し
く
み
が

変
わ
り
ま
し
た

変
更
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と

お
り
で
す
。

-
今
ま
で
の
中
選
挙
区
制
か

ら
、
小
選
挙
区
比
例
代
表
並

立
制
と
な
り
ま
す

2

小
選
培
区
選
出
議
員
は
会

国
で
三
百
人
、
比
例
代
表
選

出
議
日
は
全
国
で
二
百
人
で
、

総
定
数
は
五
百
人
で
す

金白川
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3

小
選
総
一区
選
挙
で
は
、
平

塚
市
は
神
奈
川
県
第
十
五
区

に
属
し
、
茅
ケ
崎
市
、
大
磯

町、

二
宮
町
と
同
じ
選
挙
区

と
な
り
、
こ
の
選
挙
区
か
ら

一
人
を
選
出
し
ま
す

4

比
例
代
表
選
挙
で
は
、

神

奈
川
県
は
南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

に
属
し
、
千
葉
県
、
山
梨
県

と
同
じ
選
挙
区
と
な
り
、
こ

の
三
県
か
ら
二
十
三
人
を
選

出
し
ま
す

5

投
票
は
小
選
挙
区
選
挙
は

候
補
者
名
を
、
比
例
代
表
選

挙
は
政
党
等
の
名
称
を
記
入

し
ま
す

-
投
票
の
順
序

①
小
選
挙
区
選
出
議
貝
選
挙

②
比
例
代
表
選
出
都
民
選
挙、

お
よ
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査

-
選
挙
公
報

十
月
十
七
日
ご
ろ
新
聞
折
り

込
み
で
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、

市
役
所
や
各
地
区
公
民
館
な
ど

に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

-
投
票
の
お
知
ら
せ
(整
理
券
)

十
月
十

一
日
に
郵
便
は
が
き

で
お
送
り
し
ま
し
た
。
性
県
所

名
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

一
枚
の
は
が
き
に
二
人
ま
で
記

載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
切
り

離
し
て
投
足
所
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
な
お
、
「投
票
の
お
知
ら
せ
」

が
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛
失
し

た
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
民
会
、

ま
た
は
各
投
訴
所
の
受
け
付
け

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
は

投
票
日
当
日
、
投
票
所
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
万
は
、
不

在
者
投
裂
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
投
票
の
お
知
ら
せ
(
整

理
券
)
と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

マ
場
所
市
役
所
新
館
第
2
会

議
室
(
江
陽
中
学
校
北
側
)

マ
期
間
日
月
四
日
(
土
)
ま
で

マ
時
間
午
前
8
時
却
分
1
午

後
5
時

-
問
い
合
わ
せ
先

平
塚
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
宮
(
お
)
1
1
1
1
(内
線

4
9
4
)
 

所在地

撫子原12-54
黒部fi12-7
花水台42-1
龍城ケfi5-62
桃浜町34-34
八重咲町3-3
夕陽ケ丘60-32
高浜台7-1
夕陽ケfi22-1
天沼7-10
浅間町9-1
御殿4-5-1
見附町16-1

立野町31-20
中里10・1
中里33・1
諏訪町20-12
南原2・15-1
御殿2・8-9
大原1-14
東中原1-12-1
真土975-1
西八幡1-10-22
東八幡3-8-1

真土369
田村5155-1
大神2391-1

横内3130
小鍋島1247-1

豊田宮下552
入野108-1
纏226
高村166
高村45
河内307
上吉沢465
土屋1046-2
南金目907
広川12
北金目459-1
岡崎3430
田村1465
山下1096-1

横内2687

投票区

投票所一覧表

建物の名称

なでしこ公民館

平塚工業高校

なでしこ小学校

花水小学校

花水公民館

農業会館

須賀公民館

太洋中学校

港小学校

松原小学校

平塚市役所

中原中学校

見附台体育館

栗原ホーム

富士見小学校

春日野中学校

平塚看護専門学校

南原公民館

中原小学校

大原小学校

大野中学校

真土小学校

八幡公民館

八幡小学校

大野小学校

神田公民館

大神公民館

横内団地集会所

城島公民館

盟国小学校

金田公民館

松延小学校

山城中学校

勝原小学校

旭小学校

吉沢小学校

土屋公民館

金目小学校

金旭中学校

金目保育園

岡崎小学校

相模小学校

旭南公民館

横内小学校

外国人英語指樽助手 (AET) として

新たに赴任された 3人と、 3年目になる

お 1人に話を伺いました。取材は服部典

子さん(中翠)

平
塚
市
の
中
学
校
で
は
、

A

E
Tに
よ
る
英
語
の
授
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
新
た
に
着
任
さ

れ
二
学
期
か
ら
各
学
校
で
指
導

を
始
め
た
デ
ス
ピ
1
ナ
・
パ
パ

パ
ン
ト
ス
さ
ん
、
ア
シ
ユ
レ
イ
・

チ
ョ
ウ
さ
ん
、
エ
リ
ッ
ク

・
グ

リ
フ
イ
ス
さ
ん
、
そ
し
て
平
成

六
年
か
ら
の
サ
ラ
・
ノ
ク
ト
ニ

ツ
ク
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

米
国
カ
ン
ザ
ス
大
学
出
身
の

サ
ラ
さ
ん
。
彼
女
は
日
本
へ
来

て
三
年
目
と
い
う
こ
と
で
日
本

語
が
上
手
で
す
。
円
本
人
が
好

き
で

「み
な
さ
ん
と
て
も
親
切
、

平
塚
は
住
み
よ
い
ま
ち
」
と
言

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
来
日
し

て
一
番
う
れ
し
か
っ
た
事
は
、

昨
年
、
先
生
方
か
ら
突
然
パ
ー

ス
デ
1
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た

だ
い
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
そ

ん
な
こ
と
も
あ
り
、
先
生
方
と

は
よ
り

一
府
仲
良
く
毎
日
を
過

ご
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

同
じ
カ
ン
ザ
ス
大
学
出
身
の

デ
ス
ピ
1
ナ
さ
ん
も
、
平
塚
は
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8
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親
切
な
人
ば
か
り
で
よ
い
ま
ち

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。「
来

日
前
に
友
人
か
ら
、
日
本
の
生

徒
は
ま
じ
め
で
シ
ヤ
イ
と
聞
い

て
い
ま
し
た
が
、
生
徒
は
み
な

元
気
で
、
楽
し
く
に
ぎ
や
か
に

授
業
を
し
て
い
ま
す
」
と
雷
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ア
シ
ユ
レ
イ
さ
ん
は
カ
ナ
ダ

の
ピ
ク
ト
リ
ア
大
学
出
身
。
将

来
は
、
日
本
の
貿
易
会
社
で
働

き
、
い
ず
れ
は
国
際
経
済
学
の

先
生
に
な
り
た
い
と
い
う
希
望

を
持
っ
て
お
ら
れ
、
と
て
も
力

強
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

エ
リ
ッ
ク
さ
ん
は
米
国
エ
ン

ポ
リ
ア
大
学
出
身
。
平
塚
は
美

術
館
と
総
合
公
闘
が
お
気
に
入

り
だ
そ
う
で
す
。
外
国
人
に
館

学
を
教
え
る
の
が
好
き
で
、
将

来
は
母
国
で
様
々
な
国
か
ら
来

る
人
た
ち
に
英
語
な
ど
を
教
‘
え

た
い
と
、
大
柄
な
体
つ
き
そ
の

ま
ま
に
、
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
や
国
際
化
の
時
代
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
言
葉
の
追
い

な
ど
を
克
服
し
平
塚
の
中
学
生

に
熱
心
に
英
会
簡
を
指
導
し
て

い
る
様
子
を
伺
い
、
生
徒
た
ち

と
の
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
が
自
に

浮
か
ぶ
よ
う
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
問
人
の
方
々

の
一一
胞
の
ご
活
腕
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

• 
指導助手として活躍の左からエリック、
アシュレイ、サラ、デスピーナの 4人
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「
幼
稚
園
統
廃
合
条
例
」
は
修
正
可
決

l 
高橋孝和氏

九
月
二
日
か
ら
開
会
さ
れ
て

い
た
市
議
会
九
月
定
例
会
は
、

九
月
二
十
五
日
、
審
議
を
終
え

閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、

一
般
会
計
と

特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
六
十
五

億
円
余
り
の
補
正
予
算
な
ど
、

二
十
二
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
審
議
の
結
果、

「平
塚
市

立
の
学
校
の
設
置
に
閲
す
る
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

に
つ
い
て
は
、
市
立
幼
稚
闘
を

一
年
保
育
か
ら
二
年
保
育
に
変

更
す
る
の
に
伴
い
、
現
在
あ
る

八
圃
を
四
圃
に
統
廃
合
す
る
こ

と
を
凡
H
子
と
し
た
原
案
を
、

一

闘
多
く
残
し
て
五
回
に
す
る
内

容
の
修
正
案
が
出
さ
れ
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
二
十
一

議
案
に

つ
い
て
は
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

一教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
}

杉
山
元
氏
、
並
び
に
平
野
忠

美
子
氏
が
九
月
三
十
日
で
任
期

満
了
と
な
る
の
で
、
そ
の
後
任

幼
稚
園
児
を
暮
纂
し
ま
す

市
内
の
市
立

・
私
立
幼
稚
闘

で
は
、
来
年
度
の
幼
稚
園
児
を

募
集
し
ま
す
。
入
国
に
つ
い
て

は
直
接
希
望
さ
れ
る
幼
稚
園
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
私
立
幼
稚
園
は
三
・

問
・

五
成
児
を
募
集
し
ま
す

が
、
市
立
幼
稚
困
は
二
年
保
有

の
た
め
四
・
五
歳
児
の
み
の
募

集
と
な
り
ま
す
。

。
募
集
す
る
幼
稚
園

下
表
の

と
お
り

。
入
園
で
き
る
幼
児

マ
5
歳
児

(
1年
保
育
)

>JZ 

成
3
年
4
月
2
日
1
平
成
4
年

4
月
1
日
の
出
生

マ
4
歳
児

(
2年
保
育
)
平

成
4
年
4
月
2
臼
1
平
成
5
年

4
月
1
日
の
出
生

マ
3
歳
児

(
3年
保
育
)
平

成
5
年
4
月
2
円
1
平
成
6
年

4
月
1
日
の
出
生

。
入
国
願
書
の
配

布

叩
月
日

日
(火
)
5

。
入
国
顧
客
の
受
け
付
け
日

月
1
日
(金
)
i

。
問
い
合
わ
せ
先

学
務
抑制
学

事
係

(内
線
5
2
0)

清田恒瀬氏柳川貞夫氏

市
立
幼
稚
園
を
2
年
保
育
に

A
V
配
置
お
よ
び
定
員

市
立
幼
稚
園
は
、
現
在
、
港
、

松
原
、
さ
く
ら
、
ひ
ば
り
、
並

回
、
城
山

(平
成
六
年
度
か
ら

休
園
中
)
、
土
屋
、
金
目
の
八

幼
稚
園
で
、
五
歳
児
だ
け
の

一

年
保
育

(金
目
は
二
年
保
育
を

試
行
中
)
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
八
聞
を
、
来
年
度
か
ら
五

回
に
統
廃
合
し
て
、
四
・
五
歳

児
の
二
年
保
行
を
山
内
施
し
ま
す
。

マ
存
続
す
る
五
閤

・
港

(夕
陽
ケ
丘
n
|
3
)

・
さ
く
ら
(
真
土
3
6
9
)

・
ひ
ば
り

(御
殿
2
|
口
|
5
)

・
土
屋
(
土
屋
9
9
6
)

・金
目
(
南
金
目
1
0
9
8
1
1
)

マ
定
貝

・
港
、
さ
く
ら
、
ひ
ば
り
、
金

目
幼
稚
園
の
四
岡
は
4
歳
児
、

5
成
児
と
も
お
人

・
土
屋
幼
稚
園
は
、
4
歳
児
、

5
蹴
児
と
も
初
人

-
通
園
区
域

現
在
の
市
立
幼
稚
園
は
、
各

国
ご
と
に
通
困
区
域
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、

平
成
九
年
度

か
ら
は
、
こ
の
通
岡
氏
域
を
撤

廃
し
て
市
内
全
域
を
通
幽
区
域

と
し
ま
す
。

通
園
(
送
迎
)
は
、
従
来
ど

お
り
各
家
庭
に
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
安
全
に

は
十
分
配
胤
し
て
く
だ
さ
い
。

の
機
会
拡
充
に
尽
力
し
た

マ
日
野

一
郎
氏
:
・
昭
和
三
卜
二

年
か
ら
平
塚
市
文
化
財
保
護
委

員
に
就
任
。

二
十
年
余
に
わ
た

り
問
委
貝
会
委
員
長
を
務
め
る

な
ど
、
文
化
財
の
保
護
を
通
し

て
本
市
の
文
化
向
上
に
大
き
な

役
割
を
来
た
し
た

マ
大
久
保
押
治
氏
・
:
二
十
六
年

余
に
わ
た
り
人
柿
擁
説
笹
口
を
、

昭
和
六
十
三
年
か
ら
平
塚
市
人

権
擁
護
委
員
協
会
会
長
を
務
め
、

人
権
問
題
の
啓
蒙
活
動
に
尽
力
。

昭
和
凹
十
八
年
か
ら
は
行
政
相

談
員
と
し
て
も
活
蹴
中。

市
立
幼
稚
園
は
、
長
い
間
の

念
願
で
あ
っ
た
二
年
保
有
の
実

施
に
よ
り
、
新
し
い
姿
で
再
出

発
し
ま
す
。
今
後
い
ろ
い
ろ
な

問
題
や
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
の
要
望
が
出
さ
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
私
立
幼
稚
園
も

含
め
、
本
市
の
幼
稚
園
教
育
の

組
織
的
・
計
画
的
な
鋸
興
を
閲

Ei国主藍箇也監ヨ
。職種看護婦

。勤務場所市民病院

。 勤務日時 月一金哨 Hの5日

u司・午前8時30分 ~午後4時
。募集人数 若干名

。賃金時給1.150円

'子あり)

O資格昭和31年4月21:1以降に
生まれた看護婦免許の取得者

。応募方法市販の履歴牲に必

要事項を記入して、看護婦免

官村正の写しと一緒に市民病院

庶務課(〒254南原1-19-1・

ft32-0015内綿3197)へ11月
14日までに提出する (郵送可)

る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
、

公
・

私
立
幼
稚
園
関
係
者
等
か

ら
な
る

「(仮
称
)
平
塚
市
幼

稚
園
教
育
連
絡
協
議
会
」
を
新

た
に
発
起
さ
せ
、
課
題
の
解
決

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

マ
担
当
学
務
部
(
内
線
1
8

6
)
 

私
立
幼
稚
園
の

保
育
料
を
補
助

教
育
委
員
会
で
は
、
十
月

一

日
現
在
、
私
立
幼
稚
園
等
に
在

国
し
、
平
成
二
年
四
月
二
日
か

ら
平
成
四
年
同
月

一
日
ま
で
の

問
に
生
ま
れ
た
幼
児
の
保
護
者

に
、
保
育
料
の

一
部
を
補
助
し

ま
す
。

マ
受
け
付
け
期
間

(月
)
j
お
白
(
金
)

マ
受
け
付
け
場
所

階
市
民
ホ
1
ル

マ
持
参
す
る
も
の

m月
幻
自

市
役
所
1

安
立
幼

園児を募集する幼稚園

闘 名 刻』 区 電話番号|

港幼稚園 夕陽ケ丘 22-41891 

さくら幻J手健闘 兵士 55-44141 

ひばり幼稚園 御殿 31-3828 

ニヒ届幼稚園 土屋 58 -1415 

金目幼稚園 南金目 58-0243 

闘 名 北主 区 電話昏号

育英幼稚園 出来/[[ 33-2215 

大和11美里幼稚園 大和11 54-3288 

大野幼稚園 東八幡 21一7302

神田幼稚園 大判1 55-0841 

瓜部丘幼稚園 黒部丘 31-1955 

さきとり幼稚闘 四之宮 54-3558 

さなだ幼稚園 Z芝田 58一0001

的水学閣付属幼稚i羽 線波間 58-8080 

湘南桜ケ丘幼稚園 桜ケ丘 31-2623 

しらふじ幼稚園 山下 34-3237 

つくし幼稚園 飯島 58一7111

つるみね幼稚園 浅間町 22-2007 

ili和幼稚園 法JJ，t町 31ー0595

なでしこ幼稚園 平塚 31-2471 

内.r.~幼稚園 河内 32-7875 

花ル幼稚園 入野 32-0086 

花水幼稚園 間城ケ丘 31-5921 

*巾原幼稚 園 :W:"-'J.京 33-4849 

平岡幼稚園 岡崎 58-1188 

平塚二楽幼稔図 見附町 31-0864 

平塚めぐみ幼稚園 縄 32-3422 

絵展L幼稚園 松風町 22-0558 

英旦幼稚園 下島 55-3830 

る
飯
塚
紀

一
氏
、
お
よ
び

一
身

上
の
都
合
で
辞
職
さ
れ
た
伊
勝

栄
雄
氏
の
後
任
と
し
て
同
意
を

求
め
た
も
の
。

・
高
橋
孝
和
氏

(上
平
塚
ロ
番

目
号
)

・
柳
川
貞
夫
氏

(公
所
4
3
0

と
し
て
同
誌
を
求
め
た
も
の
。

昏
地
の
4
)

・
坂
本
貸
出
又
氏

(夕
陽
ケ
丘
お

{
功
労
者
の
表
彰
一

番
1
1
2
0
3サ
)

マ

伊
藤
秀
好
氏
・
:
(財
)
平
壌
市

・
清
田
恒
顛
氏

(組
5
0
8番

生
き
が
い
事
業
団
の
役
員
と
し

地
の
3
)

て
、
昭
和
五
十
五
年
の
設
立
当

一
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

初
か
ら
参
加
。
平
成
四
年
か
ら

委

員

の

選

任

}

四

年

間

、

同

事

業

団

の

理

事
長

十
月
間
口
で
任
期
満
了
と
な
に
就
任
。
高
齢
者
の
社
会
参
加

-
募
集
方
法

そ
れ
ぞ
れ
の
市
立
幼
稚
園
に

定
只
を
超
え
る
応
募
者
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
抽
選
日
を
設
け

て
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
定
円
以
に
述
し
な
い
場
合
に

は
再
庭
菜
し
手
。
た
だ
し
、

年
度
の
途
中
の
募
集
は
い
た
し

ま
せ
ん
。

台市立幼稚園

食私立幼稚園

(ほかに:n:

稚
悶
等
就
園
費
補
助
金
交
付
申

請
啓

(各
国
か
ら
配
布
)
、

②

印
鑑
、

③
申
請
書
に
記
入
し
た

金
融
機
関
の
預
金
通
帳

マ
問
い
合
わ
せ
先

学
務
課
学

耶
係

(内
線
5
2
0
)

小
学
校
入
挙
前

の
健
康
診
断
を

来
年
四
月
に
市
内
の
小
学
校

へ
入
学
す
る
幼
児
を
対
象
に
、

教
育
委
以
会
で
は
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す
。

該
当
す
る
家
庭
に
は
、
す
で

に
通
知
性
を
お
送
り
し
て
あ
り

ま
す
が
、
通
知
性
が
届
か
な
い

場
合
や
、
外
国
籍
の
幼
児
で
入

学
を
希
望
す
る
場
合
は
、
学
務

課

(内
線
5
2
0
)
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

マ
対
象
平
成
2
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
3
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
、
市
内
に
お
住
ま
い

の
幼
川消

防
車
の
寄
贈

(社
)
日
本
損
害
保
険
協
会

か
ら
、
水
柑
付
き
消
防
ポ
ン
プ

白
動
車

一
台
が
、

平
塚
市
に
十

月
四
円
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
消
防
車
は

一
・
五
トン
の

水
槽
を
備
え
て
お
り
、
こ
の
水

槽
だ
け
で
約
三
分
間
の
放
水
が

で
き
ま
す
。

な
お
、
配
世
場
所
は
大
野
山

保
所
で
す
。

募集の平塚市職員育委員会職員の募集
下記の平塚市職只を募集します。受験資格は、いずれも中学校以上を~­
業ーした方で昭和37年4月2口から昭和54年4月1日までの問に生まれた方。 た

だし 4年制大学以上を卒業した方は受験できません(卒業見込みの方を含

む)。採用試験は11月9日(ニヒ)です。

. 清掃・土木・公園等作業員…男性数名

(rnの各機関で、 1骨材 -上木作業等に従事。作業・内容は指定できません)

. 保育園労務作業員・..........・・・・女性若干名

(市立保育園で簡単な給食調理や、圏内の消掃ほかの雑務に従事。保行

闘は指定できません)

。 申し込み 市役所3階職員課にある所定の申込牲に必要事項を記入のう

え、 10月25日(金)までに本人が直接戦只郡に提出する

。問い合わせ 戦只概念23-1111(内綿321)

-r記の教育委只会戦只を募集します。受験資格は、いずれも中学校以上
を卒業した方で、昭和37年4月2日から昭和54年4月1日までの聞に生まれた

方。 ただし 4年制大学以上を卒業した方は受験できません (卒業凡込みの

方を含む)。採用試験は11月9日(土)です。

4砂校務作業員…男性 1名・女性 1名
(市立小 ・中学校または幼稚園で校務作業ーに従事)

. 庁務作業員…男性 1名
(市立小学校または学校給食共同調理場で給食調理および庁務作業に従事)

. 給食調理員…女性2名程度
(市立小学校または学校給食共同緋j理場で給食調理業務に従明)

。 申し込み 教育総務慨にある所定の申込舎に必要事項を記入のうえ、 10

月25日(金)までに本人が直接教育総務慨に綻出する

。 問い合わせ 教育総務課宮35-8112・市役所盆原分庁舎l号館2階

23-1111・35-111 1 (内線番号を交換手へ)
23-9467 (担当課名のご記入を)
干254平塚市浅間町9番1号(担当課名のご記入を)

-電話
.FAX 
・住所

平塚市役所お問い合わせ・お申し込みは市役所ヘ



イベント情報

市内5か所で• 10月27日-11月3日

十

一
月

一
口
か
ら
七
円
ま
で

は
、
文
化
財
保
護
強
調
週
間
で

す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
市
内

に
あ
る
文
化
財
が
特
別
に
公
開

さ
れ
ま
す
。

今
回
公
開
さ
れ
る
の
は
次
の

五
か
所
で
、
期
間
中
は
各
公
開

場
所
で
臼
由
に
文
化
財
を

μ学

で
き
る
ほ
か
、
解
説
昨日
も
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

長
い
歴
史
を
通
じ
て
多
く
の

人
た
ち
が
守
り
続
け
、
現
在
に

残
し
て
く
れ
た
文
化
財
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
凡
学

く
だ
さ
い
。

第585号

「'K
と
男
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
湘
南
の
風
明
」
と
題
し
、

永
六
輔
さ
ん
の
講
演
会
が
聞
か

れ
ま
す
。

演
題
は

「人
・
旅

・
終
着
駅

1
永
六
輔
流
人
生
を
語
る
」
で

す
。
お
単
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
入
場
無
料
。

マ
期
日
日
月
日
臼
(
金
)

・
開
場
午
後
6
時

・
開
演
午
後
6
時
初
分

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
定

μ
七
百

ん

人

(先
ポ
順
)

日目

マ
申
し
込
み
方

対

法
往
復
は
が

喰

き
(1
人
1
枚
)

肱

の
往
信
面
に
住

鴇

所
、
氏
名
、
電

話
役
号
、
保

広報ひらつか回

マ
公
附
日
時

叩
月
訂
口
(日
)

i
U
H
3
u
 

ゆ

(祝
)
の
午
前
日

何回

時

1
午
後
3
時

国

マ
公
開
場
所
と

副

文
化
財

六

・
延
命
寺

(
ヒ

十

古
沢
)

本
法

寺

地
蹴
答
院
半
蜘

間

像

44

・
宝
新
院

(上

平
塚
)
木
造

薬
師
如
来
立
像

.
中
原
地
蔵
盆

(御
殿
三

r日
)

木
造
地
蔵

持
薩
坐
像

・
薬
王
寺
(
細
)

四

木
造
阿
弥

陀
三
郎
像

・
稲
田
寺

(
入
野
)

紙
本
盛

岡
淡
彩
十
六
縦
泌
凶
、
紙
本
着

色
十
王
図

※
い
ず
れ
も
平
塚
市
費
足
重
要

文
化
財

マ
問
い
合
わ
せ
先
社
会
教
育

課
文
化
財
保
波
係

(内
線
5
7

4
)
 

術

館

が

臨

時

休

館

美美
術
館
で
は
、
常
設
展
示
室

の
展
示
符
え
の
た
め
ト
月
二
十

九
H
(火
)を
、
ま
た
開
館
五
周

年
記
念
展
準
備
の
た
め
十

一
月

美
術
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

美
術
館
で
は
、
展
覧
会
の
ほ

か
に
も
、
幅
広
い
英
術
の
紫
材

や
技
法
、
表
現
を
体
験
す
る
ワ

ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

今
年
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

テ
l
マ
は

「金」

で
す
。
絵
聞

や
彫
刻
な
ど
の
美
術
表
現
の
金
、

育

・
手
話
の
希
望
の
有
無
、
返

信
面
に
返
送
先
を
明
記
し
て
、

女
性
行
政
推
進
室

(干
加
平
塚

市
宝
町
3
|
1
M
Nピ
ル
叩
階
)

へ
郵
送
す
る

マ
問
い
合
わ
せ
先
女
性
行
政

推
進
室
宮

(幻
)
7
5
0
0

働
く
こ
と
に
つ

い
て
考
え
よ
う

市
で
は
幻
世
紀
臓
業
財
団
と

共
催
で
、
労
働
支
援
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
弁
護
士
で
日
本
労

働
弁
護
団
常
任
幹
事
の
中
野
麻

美
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

「私
た

ち
と
仕
事
と
法
律
」
を
テ
l
マ

紫
材
と
し
て
の
金
、
身
近
な
生

活
の
な
か
の
金
な
ど
を
、
様
々

な
視
点
か
ら
考
察
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
会
場
は
美
術
館
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
申
し
込
み

(オ
ー

プ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
講
演

会
は
不
安
)
は
、
往
復
は
が
き

に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
講
演
会
は
、

「働
く
人
の
た

め
の
法
律
は
ど
ん
な
も
の
か
、

働
く
人
を
取
り
巻
く
環
境
は
変

わ
っ
て
き
て
い
る
の
か
、
ど
う

す
れ
ば
だ
れ
も
が
生
き
生
き
と

働
け
る
よ
う
に
な
る
の
か
」
を、

み
な
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
る
も

の
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
凶
月
四
日
(土
)
午
後

1
時
泊
分
1
3時
却
分

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
玄
議
室

(
M
Nピ
ル
日
階
)

お
申
し
込
み
は
電
話
で
直
接

女
性
行
政
推
進
室
宮
(
幻
)
7
5

0
0
へ
。
お
子
さ
ん
の
保
育
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

巧
み
に
融
合
さ
せ
た
飯
田

一
雄

さ
ん

(械
浜
市
)
の
作
品

「見

事
な
竹
飾
り
」
(
写
真
)
が
選

一
般
の
部
七
十
六
点
、
七
夕
フ
ば
れ
ま
し
た
。

ォ
ト
の
部
三
十

一
点
の
入
賞
作
な
お
、
優
秀
賞
は
次
の
と
お

品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
応

募

総

り

で

す

。

(

敬
称
略
)

・
園
田
岡
幽
圃
数

一
千

三
百

・
竹
飾
り
の
部

〈昼
間
)

小

・
園
川
刷
闘
摺
点
。

川
初
男

(一
-一浦
市
)
、
同

〈夜

E
・
・
圃
・
V

最

優

秀

賞

に

対

〉

相
沢

一
郎

(械
翻
賀

唱
咽
聞
週
四
匝
は
、
竹
飾
り
の
市
)
、
イ
ベ
ン
ト
の
部
大
石

叫
帽
圃
E
圃

E
組
み
合
わ
せ
の
敏
夫

(横
須
賀
市
)、
ミ
ス
七

胴
間
町
仇
剖
割
華
麗
さ
を
メ
イ
タ
の
部
田
島
ト
ミ
オ

(横
浜

詰
副
田
園
圃
ン
に
、
観
衆
を
市
)
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
内

円

山

開

削

わ

き

役

と

し

て

海

恵

子

(
二
宮
町
)

八
日
(
金
)を
臨
時
休
館
し
ま
す
。

マ

応
器
締
め
切
り
口
月
刊
日
《
コ
ー
ル
ド
カ
l
ド
}
金
箔
を

マ
問
い
合
わ
せ
先
英
術
館

A'オ
ー
プ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ

プ

は

っ
た
カ
1
ド
を
つ
く
り
ま
す

宮
(お
)
2
1
1
1

ど
な
た
で
も
、
そ
の
場
で
参

ゆ
濡
演
会
「
金
へ
の
情
熱
1
盤

加
で
き
る
三
種
類
の
オ
ー
プ
ン

極
車
・
金
シ
ャ
チ
・
エ
ト
セ
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
資
料
展
示
ラ
」

を
行
い
ま
す
。

日
常
生
活
の
な
か
で
自
に
す

マ
日
時

叩
月
四
円
i
u月
8

る

「金
ぴ
か
の
も
の
」
の
成
り

日
の
間
の
金

・
土

・
日
岨
口
、
立
ち
ゃ
、
そ
の
雄
日
誌
を
、
建
築

午
後
1
時
i
4時
印

分

学

、

民

俗

学

、

デ

ザ

イ

ン

の

視

《
金
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
す
る
小
さ

点
か
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

な
宝
物
》
小
さ
な
も
の

1
貝

殻

マ

日

時

日

月

日

日

(日
)
午
後

や
木
の
実
な
ど
を
お
持
ち
く
だ

1
時
却
分
1
3時
却
分

さ
い
。
金
箔
で
包
み
ま
す
マ
綿
師
国
際
日
本
文
化
研
究

{
は
が
き

1
料
紙
の
い
ろ
ど

セ
ン
タ
ー
助
教
授
井
上
章

一

り
》
砂
チ
ま
き
で
、
き
ら
き
ら
さ
ん

光

る

模

様

を

つ

け

ま

す

マ

定

は

b
日夕
g
D
D
@掘
領

第
四
十
六
回
湘
南
ひ
ら
つ
か

七
夕
ま
つ
り

・
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
が
行
わ
れ
、
審
査
の
結
果
、

に
希
望
コ

l
ス
名
、
住
所
、
氏

名
、
屯
話
番
号
を
記
入
し
て
美

術
館

(干
加
平
塚
市
西
八
幡
1

1
3
1
3
2
お
|
2
1
1
1
)

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

自

v
g

a'わ
た
し
の
装
本
5
山
羊
革
に

金
の
装
飾

し
な
や
か
な
山
羊
革
の
表
紙

に
、
金
箔
の
型
押
し
装
飾
に
よ

る
自
分
だ
け
の
美
し
い
ス
ケ
ッ

チ
帳
を
つ
く
り
ま
す
。

マ
白
時

日
月
口
日
・
ロ
月
1

日
午
後
1
時
1
5時
、
ロ
月
8

日
午
前
叩
時
加
分
1
正
午
、
全

3
問
(
い
ず
れ
も
口
昭
円
)

マ
対
象

・
定
日
高
校
生
以
上

同
人
マ
教
材
班
五
千
円

マ
応
募
締
め
切
り
口
月
3
日

A
V
こ
ど
も
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ー
タ
何
弘
マ
シ
ン
に
の
っ
て
賞

金
の
扉
風
の
時
代
へ

安
土
桃
山
時
代
や
江
戸
時
代

の
両
家
に
な
っ
て
、
金
の
堺
風

を
み
ん
な
で
制
作
し
ま
す
。

マ
日
時

日
月
お
日
(祝
)午
後

1
時
却
分
1
4時
印
分
、
何
日
日

(日
)
午
前
日
時
;
午
後
3
時

マ
対
象

・
定
員
小
学
生
M
人

マ
教
材
質

一
千
円

少
年
少
女
水
泳

大
会
の
結
果

第
三
十
回
記
念
少
年
少
女
水

泳
大
会
の
新
記
録
は
次
の
と
お

り
で
す
。

(敬
称
略
)

・
小
学
生
男
子
お
り
川
平
泳
ぎ

江
篭
平
聡
(
中
原
小
)
凶
秒
6

.
小
学
生
男
子
お
M
M
バ
タ
フ
ラ

イ
知
久
衛
(大
野
小
)
口
秒
釘
、

鶴
団
連
也
(勝
原
小
)
児
秒
幻
、

森
下
直
幸
(旭
小
)
川
崎
秒
日

・
小
学
生
女
子
お
M
M
バ
タ
フ
ラ

イ
宮
本
由
夢

(鎌
女
大
初
等

部
)
げ
秒

ω

・
巾
学
生
か
弘
子

m
M向
由
形

杉
田
好

(山
城
中
)
お
秒
制

宵
人

-
小
学
生
男
子

m
M平
泳
ぎ

江
篭
平
聡
(
中
原
小
)
お
秒
卯

.
小
学
生
男
子

m
Mバ
タ
フ
ラ

イ

宮

腰

力

(旭
小
)
鈍
秒

n

.
中
学
生
男
子

m
Mバ
タ
フ
ラ

イ
遠
藤
裕
樹

(浜
岳
中
)

m
m

h
h
y

ヴ，
4
4

6

 

・
中
学
生
女
子
百
M
M
自
由
形

杉
田
好
(山
城
中
)
1分
位
秒
回

.
小
学
生
男
子
二
百
計
リ
レ
ー

岡
崎
小
学
校

(乾
谷
期
、
亀
井

悠
、
今
井
駿
太
郎
、
西
山

一
行
)

2
分
日
秒
印
、
勝
原
小
学
校

(
大
倉
直
入
、
鶴
田
達
也
、
斉

藤
雄
太
、
及
川
直
樹
)
2分
口

秒
初
、
旭
小
学
校
A
(山
下
洋

平、

川
崎
将
之
、
青
山
聡
、
宮

脱
力
)
2分
お
秒
幻

あなたの声を広聴パトロール
わが家の防災対策を確認(連載)

市民のみなさんのご意見やご要望

などを個別にお聴きし、まちづくり

に辰映させます。お気軽にご利用を。

。10月17日(木)
午後2時-4時祭普公民館

。10月18日(金)
午後7時-9時松原公民館

ガスの元桧は
必渉開めまvしょう

地震が起きたら、都市ガ

スやプロパンガスは元役を

閉め、パイプやボンべから

ガスが漏れていないか確か

めましょう。

地震がおさま っても、ガ

ス漏れの恐れがあるので、

安全確認ができるまで電気

を使うのはやめましょう。

(内線355)広報広l徳淑広聴担当。 問い合わせ先
防災限 (内総357)。担当

。清掃し尿従量手数料(第7期)
0公共下水道使用料 (第7期)

。市県民税 (第3期)
。国民健康保険税(第5期)
。国民年金保険料(第7期)

10月納期の市税・手数料
納期最終日 10月31日(木)
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家
庭
に
お
け
る
地
震
対
策

市
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
を
教
訓
と
し
て
、
地
震
防
災

計
画
の
見
直
し
を
進
め
る
と
と

も
に
、
食
粧
や
毛
布
な
ど
の
分

散
備
穫
を
始
め
と
し
た
具
体
的

な
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
大
地
震
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
日
ご

ろ
の
備
え
と
冷
静
な
行
動
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
家
庭
で
の
地
震
対

策
に
つ
い
て
、
次
の
五
つ
の
質

問
を
し
ま
し
た
。

大きな被害をもたらした阪神・淡路大震災から1年9か月

間
2

あ
な
た
の
お
宅
で
は
、

地
底
や
地
足
に
よ
る
火
災
が
起

こ
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
日
ご

ろ
か
ら
、
な
に
か
備
え
を
し
て

い
ま
す
か
。
い
く
つ
で
も
結
構

で
す
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
結
果
は
克
の
グ
ラ
フ
)

85.9 

日ごろの備え

地域の避難場所の確認

懐中電灯

真っ先に知りたいこと

地震の規模や余震の
こと

11:' 

49.6 

家族・親類などの安否

問
3

大
地
躍
が
起
こ
っ
た
場

合
、
あ
な
た
は
、
真
っ
先
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
知
り
た
い
と

思
い
ま
す
か
。

=一
つ
選
ん
で
く

だ
さ
い
。
(
結
果
は
右
の
グ
ラ

フ
)
-
大
地
震
が
起
き
た
と
き
に
は

避
難
や
消
火
、
救
助
な
ど
で
隣

近
所
の
助
け
合
い
や
協
力
が
大

切
で
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
の

た
め
に
、
市
内
に
は
自
治
会
を

単
位
と
し
て
自
主
防
災
組
織
が

作
ら
れ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

非常用の食糧・飲料水

FM放送も聞ける携帯
ラジオ

第宇野ラジオ
(FM放送は聞けない)

救急医薬品

風呂の水のため置き

4
5
9
4人
に
聞
く

こ
の
湖
授
の
対
象
は
、
住
民

基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
抽
出
し

た
四
千
五
百
九
十
四
人
の
十
六

歳
以
上
の
市
民
の
み
な
さ
ん
で

す
。
調
査
期
日
は
七
月

一
目
。

調
査
方
法
は
郵
送
方
式
で
、
凪

答
を
い
た
だ
い
た
の
は
二
千
七

46.4 食糧-飲料水などの
確保の状況

地震の被害状況

避難場所の状況

道路鉄道などの状況

そ
こ
で
、
次
の
二
つ
の
質
問

に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

間
4

あ
な
た
は
、
防
災
訓
練

な
ど
、
地
域
の
自
主
防
災
活
動

消火器

非常の際の家族との
連絡方法の確認

タンス等の家具の固定

預金通帳等の貴重品を
耐火金庫で保管

以下、「避雛用のはしごやロープJ(7.7%)、
「慾ガラスの飛散防止J(4.3%) と続く

百
三
十
三
人
、
回
収
率
は
五

九
・
五
%
で
す
。
結
m
ボ
は
百
分

率
で
或
示
し
て
い
ま
す
。
小
数

第
二
位
を
四
捨
五
入
し
て
算
出

し
て
い
る
た
め
、
合
計
が
百
%

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

総
務
諜
統
計
調
査
担
当
(
内
線

3
4
8
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

火災の状況

津波発生の有無

平
成
八
年
度
「
住
民
実
態
調
査
」
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
今
後
の
市
の
施
策
の
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、「
家
庭
に
お
け
る

地
震
対
策
」
「
F
M
湘
南
ナ
パ
サ
」
「
自
転
車
に
関
す
る
実
態
」
に
つ
い
て
、

全
部
で
十
一
の
質
問
を
設
定
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
関
心
度
や
考
え
方
を

調

査

し

ま

し

た

。

(

表

・

グ

ラ

フ

の

単

位

は

%

)

問
1

あ
な
た
は
、
近
い
将
来

平
塚
に
大
き
な
被
告
の
出
る
地

震
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

救急医療の状況

以下、「その他J(0.8%)、「特にないJ
(0.4%)、「分からないJ(0.3%) と続く

救出活動の状況

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

カ間
5

大
地
震
が
起
き
た
と
き
、

あ
な
た
は
地
域
で
次
の
よ
う
な

協
力
が
で
き
ま
す
か
。

できそうだできる

45.7 

43.9 

39.5 

21.0 

19.6 

13.5 

病人や高齢者が避難
する際の力添え

火災が発生した
ときの初期消火

負傷者の救出

日8時30分-17時
。結婚相談毎週日曜日10時-15時
(第3日曜日は除く)

。母子相談毎週月~金曜日 9時~

16時
。家庭児童相談

時-16時
。婦人相談 11月14日(木)10時-151待

。高齢者職業相談毎週月~金雌日

9時30分-16時

毎週月~金l曜円 9

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

ft36-6013 

-毎週月~金曜日 9時-17時
。電話相談毎週月~土曜日 9時~

17時(第2.第4土曜日を除く)

-毎週月~木雌89時30分-16時
(木曜日は12時まで)

-毎週月 ・木曜日10時-16時

福祉会館

子育て相談室
(須賀保育園2階)

ft21-7639 

ft33-2333 

。専門(法律、金融、住宅、 保健医

療)相談 10月17日(木)13時30分
-15時30分(予約制)
。生活支援相談毎週月~金昭日 8

時30分-17時
。ボランティア相談

もしもし健康相談
(保健センタ一)

ft34-1221 

毎週金曜日 9時~

毎週金曜日 9時~

毎週月~金曜日 9

毎週月~金曜日 9時。青少年相談

-16時

。悩みごとは「ヤングテレホン」

宮33-7830

毎週月~金曜日 91時-18時30分

(土曜日は13時-18時30分)

。消費生活相談

16時

。手話案内相談

12時30分
。一般市民相談

時-16時

青少年相談室
(市民センター2階)

ft34-7311 

。人権法律相談・ 行政相談 10月15

日(火)、 11月5日(火)13時-16時

。一般法律相談毎週水曜日13時~
16時(予約制)

O登記・供託 ・測量相談 11月8日
(金)、 12月13日(金)13時-16時
。住宅(新・ 改築)相談 10月15日
(火)、 11月19日(火)13時-16時
。発明 ・考案・特許相談 12月9日

(月)10時-15時
。労働相談 11月14日(木)、12月12

日(木)13時-16時
。下請け取り引き巡回あっせん相談

10月17日(木)、 13時30分-16時
。年金 ・社会保険 ・労災相談 11月

12日(火)10時-15時
。健康相談 10月21日(月)9時30分
-11時30分(予約制)

。建築設計・耐震相談 11月11日

(月)、12月16日(月)13時-16時

市民相談室
(市役所 1階)

包23-1111内線293

毎週月~金曜
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F
M
湘
南
ナ
パ
サ
に
つ
い
て

地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

局
F
M湘
南
ナ
パ
サ
が
開
局
し

て
二
年
が
経
過
し
ま
す
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
放
送
は
、
阪
神

・
淡

路
大
震
災
以
降
、
非
常
時
の
情

報
入
手
手
段
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
市
で
も
、
日
常

に
お
け
る
放
送
内
容
を
充
実
し
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
三
つ
の
質
問

に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

間
6

あ
な
た
は
、

F
M湘
雨

ナ
パ
サ
で
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

を
放
送
し
て
い
る
の
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。

第585号広報ひらつか回

問
7

あ
な
た
は
、

F
M湘
南

ナ
パ
サ
の
放
送
を
聞
く
と
し
た

ら
、
ど
の
時
間
帯
で
あ
れ
ば
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。
一
二
つ

ま
で
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
(結
果

は
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
)

間
8

あ
な
た
は
、

F
M湘
南

ナ
パ
サ
を
通
し
て
、
身
の
回
り

の
ど
ん
な
情
報
を
聞
き
た
い
と

思
い
ま
す
か
。
一
ニ
つ
ま
で
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

マ
結
採
は
左
の
グ
ラ
フ
の
と
お

り
。
以
下
、

「商
庖
街
の
備
し

FM湘南ナパサで聞きたい情報ごみポイ搭ての規制は

ナパサを聞く時間帯

6~8時

8~10時

10~12時

16~18時

18~20時

そのほか「分からないJ(18.1 
%)、「その他J(8.8%) 

平
塚
市
で
は
、
向
転
車
を
利

用
す
る
人
が
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
転
車

の
利
用
状
況
や
自
転
車
駐
車
場

に
対
す
る
考
、
え
を
お
聞
き
し
て
、

欣
位
自
転
車
対
策
を

一
前
進
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

次
の
三
つ
の
質
問
に
お
答
え

く
だ
さ
い
。

問
9

あ
な
た
の
お
宅
で
は
、

向
転
車
を
何
台
お
持
ち
で
す

.刀

物」

「サ
ー
ク
ル
・
団
体
活
動
」

「特
に
な
い
」

(い
ず
れ
も
七
・

八

%
)、
「
駅
周
辺
駐
車
場
案
内
」

(七

・
六
%)、「
各
種
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
」
(
六

・
七
%)、
「地

自
転
車
に
関
す
る
実
態
は

12~ 14時

14~ 16時

20-22時

元
名
産
品

・
産
業
等
の
紹
介
」

(四
・
一
%
)、
「分
か
ら
な
い
」

(三

・
九
%
)、

「小
中
学
校
等

の
活
動
紹
介
」「そ
の
他
」
(
い
ず

れ
も
ニ
・
O
%
)
と
続
き
ま
す
。

38.0 イベン卜出来事

市のお知らせ

防災知識災害
の状況

家事等の日常生活
に役立つ暮らしの
知恵

休日診療

空
き
缶
や
頓
い
殿
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
よ
う 食生活等の自分で

できる健康づくり

ごみ滅塁やりサイ
クル等の環焼への
配慮

勉強会 ・公開講座

スポーツ大会・教室

問
問

あ
な
た
は
自
転
車
で
出

掛
け
る
場
合
、
自
転
車
を
ど
こ

に
置
い
て
い
ま
す
か
。
次
の
中

か
ら
最
も
主
に
な
る
も
の
を
選

観光・レジャー

定
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
市
で
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

ご
み
の
分
別
収
集
等
に
よ
り、

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
美

化
述
動
等
に
よ
り
、
ま
ち
の
研
究

-
・
:
:ド
.

J

広
報
ひ
ら
つ

面
冨【

日

ロ

ム
0

・1
ソ
:…

か
二
月
十
五
円

号
で

「平
塚
市
廃
棄
物
の
減
量

化、

資
掠
化
及
び
適
正
処
理
に

関
す
る
条
例
」
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
等
の
規
制
は
こ
の
条
例
に
含

条
例
を
制
定
。
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を

化
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の

条
例
の
制
定
に
よ
り
、

一
局
の

推
進
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
日
、
空
き
缶
や
た
ば
こ
の

吸
い
殻
等
の
ポ
イ
捨
て
が
、
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
条
例
で

ま
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

(平
塚
搾
凹
恭
司
さ
ん
)

こ
の
条
例
ま

…
お
答
え

一

，i
i

ご
み
の
減
量
化

や
資
源
化
の
ほ
か
、
清
潔
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
良
好
な
生
活
環
境
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
刊

白
転
車
の
放
位
規
制
が

強
化
さ
れ
、
平
塚
駅
周
辺
の
道

路
上
に
自
転
事
を
位
け
な
い
場

合
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す

か
。

は
、
道
路
や
公
聞
、
河
川
等
に

ご
み
等
を
捨
て
る
こ
と
を
禁
止

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
犬
や
猫

の
飼
い
主
は
、
ふ
ん
等
で
道
路

や
公
剛
等
を
汚
さ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
等
の
規
定
を
設
け
て

い
ま
す
。

今
後
、
条
例
の
趣
旨
に
基
づ

き
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の

一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
担
吋
環
境
術
生
管
理
課

宮
(お
)
1
1
1
1
(内
線
2
4

0
)
 

・
市
へ
の
ご
怠
見
、
ご
提
案
は

お
気
軽
に
広
報
広
聴
課
広
聴
担

当
宮
(お
)
1
1
1
1
(内
線
3

5
5
)
に
お
得
せ
く
だ
さ
い

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

お
母
さ
ん
に
は
、
子
供
の
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
ふ
く
ら
ま
せ
る
不
思
議
な
力
が
あ
り
ま
す
。

小
学
校
へ
入
学
し
た
A
君
は
、
二
学
期
に
な

る
と
学
校
へ
行
く
の
を
渋
り
始
め
、

一
人
で
は

学
校
に
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
A

君
は

一
学
期
、
小
学
校
と
い
う
新
し
い
環
境
の

中
で
と
て
も
緊
張
し
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、

A
君
の
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
次

第
に
し
ぼ
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

お
母
さ
ん
は
、
最
初
、
動
揺
し
て
い
た
の
で

す
が
、
も
う

一
度
子
育
て
の
原
点
に
戻
っ
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

A
君
が
お
母
さ
ん
の
そ

ば
に
来
た
ら
、
満
足
す
る
ま
で
そ
ば
に
い
さ
せ

て
あ
げ
る
。
ひ
ざ
の
上
に
乗
っ
で
き
た
ら
、
思

い
き
り
抱
き
し
め
て
あ
げ
る
。
食
事
の
支
度
な

ど
で
忙
し
い
と
き
で
も
、

A
君
が

「
お
母
さ
ん
」

と
そ
ば
に
来
た
ら
必
ず
A
君
の
顔
を
見
て
笑
顔

で
こ
た
え
て
あ
げ
る
、
な
ど
。
お
母
さ
ん
は
、

子
育
て
の
中
で
ち
ょ
っ
と
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
た
A
君
へ
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
、
も
う

一
度

心
掛
け
て
み
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

A
お
は
最
初
、
教
室
ま
で
お
母
さ
ん
に
送
り

迎
え
し
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
お
母
さ

ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給

し
て
も
ら
う
と
、
見
る
見
る
元
気
さ
を
取
り
戻

し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
か
ら
、
お

母
さ
ん
に
送
り
迎
え
し
て
も
ら
う
場
所
を
、
日
升

降
口
ま
で
、
校
門
ま
で
、

学
校
の
近
く
の
信
号

機
ま
で
と
、
次
第
に
家
の
近
く
に
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、

三
か
月
が
過
ぎ
た
こ
ろ
に

は、

A
君
の
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
き
く
ふ
く

ら
み
、
お
母
さ
ん
の
手
も
借
り
ず
に
一
人
で
元

気
に
登
校
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

-
子
ど
も
教
育
相
設
セ
ン
タ
ー

山氏普
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
3

質
問 結
核
は
ま
だ

衰戦温いと戦る 53
え前床わん前主 E直
る生でれどの性 己と
とま L るが目立 fい

薬会主警察奇襲 1f
Z在主ーさ国脅 か
可体ム核い民官
能力包菌たの主
f生が宍のとほ ?

結
核
は
菅
に
比
べ
る
と
少

な
く
な
っ
た
と
聞
き
ま
す
が
、

そ
の
状
況
と
予
防
策
に
は
ど

ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

蕊
答
え

結
核
は
、
日
本
全
国
で
は

平
成
五
年
に
四
万
七
千
四
百

三
十
七
人
の
患
者
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
今
な
お
、
わ
が

国
最
大
の
伝
染
病
で
あ
り
、

先
進
凶
の
な
か
で
は
拙
惑
の

発
生
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

結
核
菌
は

一
度
感
染
す
る

と
、
そ
の
と
き
発
病
し
な
く

て
も
胸
の
な
か
で
生
き
続
け

ま
す
。
そ
し
て
、
後
に
な
っ

て
体
の
免
疫
力
が
務
ち
て
く

が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

結
核
の
予
防
策
と
し
て
は
、

十
五
歳
以
下
に
は
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
検
査
と

B
C
G接

種
、
十
五
歳
以
上
に
は
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
が
あ
り
ま

す
。ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

は
、
結
核
菌
に
対
し
て
身
体

が
一示
す
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を

利
用
し
た
検
査
で
す
。
注
射

部
位
が
九
J
MU
乞
超
え
て
い

れ
ば
陽
性
、
九
J
M
以
下
で

あ
れ
ば
陰
性
で
す
。
陥
性
と

な
る
の
は
、

B
C
Gを
す
で

に
受
け
て
い
る
ケ
l
ス
と
、

自
然
感
染
し
た
ケ
l
ス
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
陰
性
の
場
合

は
、
予
防
の
た
め
に
B
C
G

を
接
種
し
ま
す
。

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

は
、
実
際
に
肺
の
写
真
を
撮

り
、
異
常
が
な
い
か
を
調
べ

る
も
の
で
す
。
結
核
が
発
病

す
る
と
、
閣
は
肺
で
増
殖
し

ま
す
。
開
持
常
が
あ
る
場
合
は
、

精
蜜
検
査
を
行
う
な
ど
し
て

確
認
し
ま
す
。
発
病
し
て
い

る
場
合
は
、
薬
の
服
用
で
治

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

A
V
健
康
課
宮
(幻
)
1
1
1
1

(内
線
6
6
7
)

市民のみなさんから市政に対すると意見、ご提案をいた

だくため、フリーダイヤル(送信料市負担)で24時間利用

できるファクスを設置しています。ぜひ、ご利用ください。

なでしとファクスをご利用ください
o 1 2 0 -7 0 4 5 B 9 FAX番号
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